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康な状態への、すなわち心理 再統合への漸進的発達を示しており、それによって、彼はその後の二年間 、かなりの程度まで回復したのだった。これ とは対照的に、 〈ゲルニカ〉時代ピカソや、オロスコの影響を反映した多くのスケッチも存在し、それらは実験的作品として
（訳註１）
分類されねばなるまい。それ
以外はすべて、無意識的なプロセス、あるいは比較的わずかにだけ意識的であるよう プロセスを描いたも であり、そのプロセスにおいて、患者が 自分の病気とその治療 可能性 についての内的感情を描出したのは明らかだと思え で 私は過去二〇年間、このタイプの経験を私の生徒に例示するのに、
そのシリーズを有益に用いてきた。
　特に、古代文化や、より単純な近代文化の中に、普遍的に見





























ンスを取ろうとする動向を明らか 示していた。 私はニューヨークでこの患者を、一九三九年か 一九四〇年 かけて一年半以上も診たのだが、突然、そこを離れねばならなくなり、彼に再び会うことはなかった。彼は女性の分析家 差し向けられ、彼女に数ヶ月間は診 もらったが、その後、セラピーを中断してしまった。後に、彼はホメオパシーを施す医師と一般開業医とを受診し、それは習慣となってい アルコール依存症を抑える助けになった。
　今や、彼は死んでおり、また、彼の私的な生活に関して、彼

















































という印象を私は持っている。しかし、まるで 呪術的精神性に基づく儀式的なダンスをしてい かのよ に つまり、あるプリミティヴなシャーマンやプログレッシヴ・ジャズのコンポーザーにも見られるよう 、本質的トランス状態に身を任せているかのように、適正 リズムの流動性と一貫性を保たなければ、これは絵画ではなく、滅茶苦茶な結果になりう のだということを、彼は、明らかに誰よりもよく知っていた。
　この絵画の形式は、逆説的になるが、非
- 形式という形式で






























































遂げたもので、 おそらく十分だ。 うの 、 彼は、 ピカソ、 デュシャン、シュルレアリストたちという偉大な伝統の中に位置づ
100
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である。 」コスモスとカオスとの相違に関す この原初的な概念は、私たちと、かつて考えていたほどかけ離れ はいないということに、私たちは気づきつつある。人間の世俗的意識 反対
物としての聖なる意識の探究の中で、宇宙の柱は、山、木、蔓、梯子、教会の尖塔、メイポール、トーテムポール、大黒柱といったように、歴史を通じて様々に再現されてきたが、基本的には、人間自身の脊柱によってシンボル化される。
　マンダラのような模様もまた、古代の人間が、自らの生に意
味を与える、中心化されたデザインを造ろうと試みたことにまで遡れるかもしれない。それは、最初期の墓や寺院や都市の基本構造であり、ま 一方で ナバホ族の砂絵の治癒的デザインにおいては心的エネルギー 変容体とし また、インドのマントラや多くの地域の部族のダンスの中では、宗教的感情を結集するものとして用いられる。
　もちろん、私たちは、心的なものがどのように現れ、どのよ
うに機能 のかを、宗教の歴史から必ずしも学ばねばならぬわけではなく、もし、そうしたイメージに関してあまりにも歴史的に考える傾向にあれば 私たちの祖先がそれから私 ちを解放しようとしてあんな 苦心 た、古臭い神聖性へ 逆戻しかねない。現代の芸術家たちは 時代 超 たフォルムに関する生きた歴史家 あり、彼らはこの傾向を修正す ことができ、神聖なシンボルを、 「昔に」で な 現代にお て、また同時代の感情のレベルで、私たちにそれらを開示 つつ再発見できるのであり、それは、非常 荘厳な古代博物館で展示すべきどんなものよりも、しば ば、より説得力をもっ いる。グリーンバーグによれば
（
12）、今日の文化一般の面では、独自の価値












そこでの中心のエレメントは、宇宙の中心 定義する道を開こうとする、あの洞察的探求を示唆しており、それは、非常に効果的な仕方 、目を中へと導き、そ 後、外へと向かわせ 不規則な動く渦巻き線によってアプローチされて る。これは、無限の迷宮のシンボルであるが、しかし間違いなく、二〇世紀初期に左右非対称デザイン ファッショ に合わせた変化でもある。それゆえ、この芸術家は、現代 観客 現代のドレスを着て、新たに着飾った古代のシンボルを見ることを保証しいるのである。
　それゆえ私は、私が独断的に示したタイプのデザインを、現






こるのを見ることができるという希望を与えてくれる、もしくは起こると約束してくれているのであり、もちろん、幾人かの芸術家はすでに、 人間の最初 文化形成の経験に起源をもつフォルムを再定義しつつ また自分自身の中心がその中にあることを見いだしつつ、伝統的なフォルムから自由になろうと努める中で、常にこれを行ってきたのである。おそらく、今世紀の芸術家たちは、私たちが現代生活の混乱を受け入れることができるように、 私たちの時代の病いを私たちに熟知させよ と骨折っていた点で、また そ 混乱をもっと良いも に変えようと思うより前に、最初に旧石器時代の人々が彼らのキャンヴァスある洞窟の壁を、神聖な動物と、人間精神の抽象とで覆い始めたとき以来、芸術家が 風変わりで意外な方法で常に発見したような、治癒力 あるシンボルを、私たち自身の中に探している点で、時には芸術家ではない私 ちよりも少しばかり健全であった。個人的ドローイング
　私は、極度の興奮の痕跡のあるスライド（１）と、生命力の





























個人蔵 (Mr. and Mrs. David 
Brillembourg, New York)















個人蔵 (Janina Galler, M.D., 
Massachusetts.)
(Raisonné: Ⅲ -531 / 
Wysuph:10)
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を理解できる患者の能力を示しており、そしてそれは、彼が過去にしばしば陥ったようには、もう、世界の怪物のあごの中に落ちることがないと憶測できるほどであった。中央の柱の両側に、 土のような自然色（緑、 茶、 黄色）の二本の巨大な脚があるが、これは、精神的崩壊によってひどく損なわれ い 彼の現実機能が、新たに強化されたことを表しているのかもしれない。以前の、気を滅入らせるイメージを伴った無意識的なものを表す怪物的キャラクターは、今や、地下世界へ 扉口 守護者としての、治癒的な先祖の蛇になっている。
　以上述べたところでは、全てが好ましいように思えるが、し
かしドローイングの上部 今なお存続 ている分裂と、おそらくは、彼の生活のうち 上層 人間 な私的レベルにおけ愛情喪失の状態を示している。無表情でまったく図示的な女性の胴体のほうへ伸ばされている 部 痛ましい両腕は、解決されずに残されている、そ おそらく解決しえぬ問題、 （全てを与える母へ 望みのない希求）
（訳註２）
を表しているにちがいな
い。彼は、幼児期に孤立化と過度の情緒的な欠損に悩んでおりこれがまだ十分には補償されていなかった である。彼 後の結婚と私的な人間関係の中で、この必要性が満たされ かどうかは憶測するしかない。彼 没年 最後 悲劇を思えば、その根本的な分裂が本当に治癒されたのかどうか、私は疑わしいと思う。図示的な女性の胴体 両側に、片側には雄牛 、もう片側には馬のラフ・スケッチがあ が、それらは、意識的で成熟したレベルでの人格の統合がもたらされることを必要としている、本能的な要素を表して の もしれない。そ ゆえ 統
秩序化の力をいかに十全に発揮するかを示している。スライド（５）では、垂直の特性が非常に強調されたデザインになっている。それと同時に、男性と女性の性的要素の結合を表すように見える、中心性が強いデザインを含んでいる。地面から立っている太いポールの根元の周囲には、緩くとぐろを巻いた大蛇が横たわっている。ポール 頂点は、矩形の背景に四枚の葉のような付属物のついた小枝を内包した、中央の卵型のエリアの中で終わっている。様々なものに見える三日月型 線は、解剖学的な組織とシンボリックな抽象と 、ある種の混交で、幅広の器か、三日月か、骨盤かを示唆している。だが 中央 エリア全体のデザインは、調和 取れ 全体の中へと、対立するエレメントが持ち込まれたと う印象を伝えている。
　中央にある、植物のシンボルを含む卵型のエリアは、心的成













個人蔵 (Phyllis and David Adelson, 
Massachusetts.)













それは、 大乗仏教において見られるマントラに関す 、 こ 種 フォルム（参考図版
4）
の本質的な要素を明らかに有している。四つ
の基本要素（ここでは色彩）の間で 相互作用のうち 外から中を眺めると、 活動している三重の円球がある。 一番外の円は、庭もしくは自然の場所を囲んでおり その中には 普通は四つの門で出入りする四色で構成された矩形の中庭が り、最も中












John Weir Perry, M. D., 
The Self in Psychotic Process: 
Its Symbolization in Schizophrenia, 
University of California Press, 
1953, p.93, Plate Ⅰ .
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　ポロックの心理学的発達を示すために私が選んだドローイン

















を伝えており、私は これを ポロックのこの時期 スタイが常に、他のドローイングに見ら るような暴力的で苦悩の情動であるといった印象を正すために示したいと思う。直立的デザインとマンダラ状のデザ 二つ この芸術家 とって特別な価値をもつことを強調するよう このページで唯一、着色されているということに目 向けると、それも興味深い
　関心を持って眺めれば、私のコレクションの他 ドローイン







個人蔵 (Phyllis and 
David Adelson, Massachusetts.) 
(Raisonné: Ⅲ - 527/Wysuph:36)
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療の重要な局面へと向かうことになる。最近、これらのドローイングを心理分析家のあるグループに提示して、私は、こう質問した。 「あなたが彼 セラピストだったら、あなたへの彼の転移はどんな性質だろうか。 」私は、 資料自体に語らせるためにも、このことを考えないようにしていたのだが、しかし、良かれと思ってのことだったにせよ、私は、来歴の一部を放念しており、「転移」という語が示すような専門用語に関わらずとも、 それが、おそらくは資料についての私の表象を貧困なものにしているのだ、と分かった。そこで、先 問いに対 、 こう答えた。私は、彼の年上の女友達（ヘレン・マロット）と 彼 転移を分かち持ったのだ、と れに関して、ここでもう少し語りたいと思う。
　私はミス・マロットに会ったことはなかったが、しかし、こ
の芸術家が、とりわけ深く飲酒していた時期には、適切 ケアされていたかどうかについて質問するため 、私はしばしば彼女と電話で話しをした 私たちは決まっ 、頻発する彼 現実への注意欠落は、彼のそば 住み彼とスタジオをシェアしていた兄（サンフォード・ポロック
)
によって見事に補填されてい






























行的だというわけではなかった。ポロックはこのことについて自ら冗談を言い 私は、彼の心的健康に残存するようなどんなダメージもなく、彼はこの時期 ら脱するだろうと思った。それから程なくして、私は四ヶ月後にはニューヨークを離れ、そのときには別の分析家に を回さなければ らない、と彼に告げなけ ばなら かった。 、このことが、彼を別の退行的な位相へ 投げ込む ではな か と非常 恐れ のだったが、私の知るかぎりでは、彼はそうはならなかった。こ とき は、彼はもう私の元にドローイングを持ってこ く っており、それゆえ、私たちの関心は、そこから先 進んで、無意識のイメージよりむしろ、彼 私的で意識的な問題に立ち入っていた。
　三〇年後の今になって、私たちのセラピー上の関係のこの終



















The Estabrook Foundation, 
Massachusetts
(Raisonné: Ⅲ - 550 / Wysuph:59)
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の道程として採択したことが分かる。馬は、より一般的には、意識的な類のもののシンボルであり、それ 無意識との関係においてうまく機能している場合には、人間の騎手を目的地へと運ぶものであろう。 この絵では、 意識的な人間の騎手はおらず、馬の上方に、悪魔的で超人的な、二つの頭をもつ人物像が飛んでおり、鉄のような手は、地面 上から、自分の前方に火を撒いている。
　私は、ポロックにとってこのドローイングが何を意味するの

































 York, 1960,  この中の一三七頁、






























1960. この本の図版四九の〈戦争（一九四七年） 〉 （参考図版
7）など、
後の絵画の中に現れている。八七頁、図版四七番の〈ドローイング〉 （参考図版
8）も、 そうである。また、 スライド（３） （本文一〇三頁に掲載）















(Raisonné: Ⅲ -530 / 
Wysuph:11)
F. V. O’Connor(ed.), 
Jackson Pollock, 1967, p.85.
参考図版 7
＜戦争＞ 1944-46 年頃 *
紙にペン、インク、色鉛筆、





































































































































































 この（ 　）内の部分、 「だがまた、私の生徒の一人が指摘したように、人物がもたれて安らいでいるようでもあ
(but also, as one of m
y students 






















































ング」で世界的な名声を博することになる、アメリカ抽象表現主義の最重要画家の一人であり、四〇年代後半には、床に敷いた巨大なキャンヴァスの上に顔料を直接滴らせ 「ポード絵画（ドリップ絵画） 」の手法を開拓し、第二次大戦後の現代芸術界の潮流を方向づけるこ なる大芸術家である。この、心理学界と芸術界の二大
”ビッグ・ネーム
“の邂逅は、双方のキャリア





多さで知られる土地である）のエルコに生まれた。乳母を務めたのはナバホ族出身 女性だった。祖父が創設した銀行を父が継ぐ裕福な家庭にあって、当初は後継者として期待されたが、生後三カ月で感染症のため片眼を失明したこともあって、彼活動的な少年期を送ることはなく、幼少期から極度に内向的性格であった め、父親も彼に夢を託すこ を諦めた いう。アメリカ東海岸のプリンストン大学でフランス文学を専攻し、一九二七年に卒業後は、当時、家 が住んでい 西海岸サンフランシスコに戻るが、時は世界的不況 さなか、父 病床 伏して銀行を退職しており、 自分は身を立て 術もない。ヘンダーソンは、 強度の精神衰弱に陥り 二九年 、 知人の勧めでチュー
リヒに赴き、ユングの診療を受け始める。治療の合間、 「夢」に関するユングのセミナーに出席するうち、自らも分析医を目指す決意を固め、ロンド で資格取得の勉学に励みつつ、医学校を卒業する三八年まで、 ユングの診療も受け続けていた。 そして、この年、帰国し開業したのである。ポロックが患者として彼を訪ねたのは、この直後のことである。ヨーロッパでの治療と勉学の期間中、ヘンダーソンの夢には、しばしばアメリカ・インディアンが登場したといい、それが 自らのアイデンティティを保証するシンボルにさえなってい 。快適なヨー パでの生活を捨ててアメリカに帰国したのは、 「内面 メリカ・インディアンに呼び戻されて」
（７）
のことだったという。しかし、家








































る。ヘンダーソンがニューヨークを離れ、サンフランシスコに戻ったためである。すでにポロッ は快方の兆しを見せており、作品を持参しなくなっていた。ヘンダーソンの評伝によれば、彼がこの帰郷を決意したのは、彼自身のインディアン 故郷関する内面の葛藤に 着を見たからであった いう
（
14）。これ
によって、サンフランシスコには、彼を中核とするユング派強靭なコミュニティが形成され、ま 、彼はそこで、ユ グ類型論 新たに「文化的無意識」なる概念を導入する持論 展開していくことになる。一方、ポロックは、その後治療を引き継いだユング派のヴァイオレット・ラズロウ
 (V

















hresholds of Initiation, 1967) 』において、この患者と

























関係者への法廷での事情聴取が重ねられた。この論争の詳細と法廷での経緯は、是非とも機会を改めて報告しようと思うが、法的な結論のみ言えば、一九七七年になってようやく、作品は医療手段ではなく、治療とは無関係だっ というヘンダーソン側の主張が認められ また 作品はポロックからの「贈与」であったとの判断が下されたため、未亡人 訴え 却下された だった。作品は個々に売却さ 一部は美術館などの公的コレクションになったものの、 現在でも、 サザビーズ、 クリスティーズといった美術作品のオークションにしばしば登場し、そのつ 値が吊りあげられている。
　ところで、今回訳出した原稿は、多くのポロック研究書ある
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 ポロックへの影響に関しては、藤枝晃雄『ジャクソン・ポロック』 （スカイドア、一九九四年）を始め、その他のポロック研究書や伝記からも知ることができる。藤枝の研究書には、問題 ド ーイング作品に関する緻密な分析記述もなされている。また 本稿で に関 記述も同書によるところが大きい。
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  訴訟手続き上、クラズナーは作品の所有権を主張し、その返還も要求している。
（かわた 　ときこ／美学・芸術学）
11
（
13）
（
14）
（
15）
（
16）
（
17）
（
18）
翻訳論文
